






我が国では昭和 52 年から、先天性代謝異常症に対するマススクリーニングが公費で実施さ

れるようになり、ガスリ一法によるフェニールケトン尿症(PKU)もその一つとして行なわれ

ている。 

従って、この時期以後の PKU患児は正常に発育しうると思われるものの、マススクリーニ

ング開始以前に診断された PKU 患児については、その発育が懸念され、昭和 55 年には実態

調査が実施されている。 

マススクリーニング開始以前の PKU 患児のなかには、すでに学齢期を過ぎた人達がかなり

の数に達すると思われるものの、その社会適応については実態が把握されていないのが現

状である。今日、障害児に対する高等教育のあり方が問題にされている実状から考えても、

学齢期を過ぎた PKU患児の教育を含めた社会適応の実態を把握する必要があると考え以下

のごときアンケートを実施することとした。なおこのアンケート作製にあたっては、前も

って PKU 親の会の方々からもご意見をいただき、学齢期の児、又学齢期以前の児、の親と

しての、児の将来に対する考え方をも把握することとした。 


